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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名      市川市立鶴指小学校                      

  種 別 □保育園・幼稚園  ○□小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒272   － 0025    

       千葉県市川市大和田 4-11-1                        

  E-mail   work4-tsurusashi@ichikawa-school.ed.jp                      

  Website                       

  児童生徒数  男子 238  名   女子 199  名 合計 437  名 

        児童・生徒の年齢 6 歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

○□  環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

○□  食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

祭り寿司から和食を考える（２）継続 

(地域と伝統文化) 

 
研究動機 

 

学校における食に関する指導は，学級担任を中心として，給食の時間において学校給食

そのものを生きた教材として活用した指導が行われているほか，教科指導や学級活動，「総

合的な学習の時間」など，学校教育活動全体の中で広く行われています。 

 

１．子ども達が持っている「和食」へのイメージ 

６年生のアンケートより 

○和食は、からだに良いものだし、世界中で和食がはやっている。 

２．和食を学習する理由 

  

手づくりの料理が家庭から減っている。 

 料理を手づくりしない家庭が増えているとすれば、日本の伝統的な食文化を継承して

いく上での「和食」の大切な要素を子ども達に伝える機会が減っています。その意味で

も「和食」の手作りの料理を学習することが必要になってきます。本年度も継続して食

の研究を進めていく。 

  

3 和食を中心とした包括的な授業の構築 

   

以上の理由から、「和食」を学習する必要があるが、こときまって「和食」という単元

がどの教科・領域にあるわけではない。 

  主に考えられるのが「家庭科」「総合的な学習」などであろう。これらの教科・領域

を包括的に扱い「和食」という学習を扱っていく必要がある。 

 

（１） 家庭科の中の「和食」の扱い 

 ☆伝統的な食事に欠かせないごはんとみそ汁の調理をする。 

・米やみその特徴を調べ，理解させる。 

・水の分量や加熱時間を考えてごはんを炊いたり，実の組み合わせや切り方，加熱のしか

たを考えてみそ汁を調理するようにする。 

 ※特にみそ汁について日本の伝統「和食」のだしに注目させる。 

  本年度は、特にだしの授業を中心に行った。 

  

（２） 総合的な学習としての「和食」の扱い 

 ・和食についてテーマを持って調べる。 

☆だしの大切さについて 

・郷土料理としてのまつり寿司（太巻きすし）をつくる。 

 

考察 

  本年度は、和食の根幹であるだしの大切さについて子ども達が学習した。だ

しのとり方、何からだしをとるのかなどを栄養士とともに学習することができ

た。来年度は、3年目にあたるのでまとめとしての和食に取り組んでいきたたと

考えている。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

○□  通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


